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平成 28 年熊本地震にかかる関西広域連合及び兵庫県の対応 

（ 平成 28 年４月 18 日(月) 13:00 時点 ） 

 

１ 関西広域連合としての対応 

 (1) 体制整備および先遣隊の派遣 

  4/14(木) 21:40 支援準備室設置 

       23:00 先遣隊出発（派遣者３名） 

  4/16(土) 06:00 現地支援本部を熊本県庁内に設置 

       14:00 関西広域連合熊本地震災害支援会議の開催 

            構成府県・政令指定都市の防災監・危機管理監により 

            ４月中の現地支援本部の体制や役割について協議 

 現地支援本部スタッフ 
その他 

先遣隊（調整班） 家屋被害認定士 

4/14 

～4/16 

兵庫県(3 名)  人と防災

未来セン

ター 

研究員 

(3 名) 

4/16 

～4/23 

兵庫県(3 名) 奈良県(2 名) 
大阪府(2 名) 和歌山県(3 名) 
京都府(2 名) 徳島県(1 名) 
鳥取県(1 名) 

兵庫県(3 名) 
徳島県(2 名) 
鳥取県(2 名) 

4/23 

～4/30 

兵庫県、大阪府、滋賀県 他  

     ※神戸市からは指定都市市長会の現地支援本部(熊本市役所内に設置)に職員 

(2 名)を派遣 

 

 (2) 家屋被害認定士先遣隊の派遣 

  ① 派遣日 4/16(土)～4/22(金) 

  ② 派遣先 熊本県庁 

  ③ 派遣者 職員計７名（兵庫県、徳島県、鳥取県） 

 

 (3) ドクターヘリの派遣 

   4/16(土) 熊本県に３機派遣（公立豊岡病院、兵庫県立加古川医療センター、徳島

県立中央病院）、「うまかな・よかなスタジアム（熊本県民総合運動公園

陸上競技場）」を拠点に、患者搬送業務を担当 

   4/17(日) 被災地での患者搬送業務を完了し、全機基地病院へ帰還 

 

 (4) 物的支援 

  関西広域連合への物資の支援要請に対して、分担のうえ対応。 

   ① 簡易トイレ        1,456 基（うち兵庫県分：512 基） 

② 毛布         27,000 枚（うち兵庫県分：27,000 枚） 

   ③ アルファ化米  251,998 食（うち兵庫県分：24,000 食） 
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作成部局 関西広域連合広域防災局 

兵庫県防災企画局・災害対策局 
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 (5) 今後の対応 

  ・被害状況確認結果に基づき、被害の大きい市町村への現地連絡所設置について検討 

（複数設置する場合は、カウンターパート支援を調整） 

  ・現地支援本部、現地連絡所の情報に基づき、各種の人材を組み合わせた支援チーム

派遣を検討 

 

 

２ 兵庫県独自の対応 

(1) ＤＭＡＴ派遣 

  ① 派遣日 4/16(土)～ 

  ② 派遣数 計 18 チーム（うち２チームはドクターヘリチーム） 

兵庫県災害医療ｾﾝﾀｰ、国立病院機構姫路医療ｾﾝﾀｰ、神戸赤十字病院、 

県立尼崎総合医療ｾﾝﾀｰ、神戸市立医療ｾﾝﾀｰ中央市民病院など 

 

 (2) ＤＰＡＴ派遣 

①ひょうごＤＰＡＴチーム１（こころのケアセンターチーム） 

 ＤＰＡＴ調整本部（熊本県庁）で活動拠点の状況把握と全体の業務調整を実施 

  ②ひょうごＤＰＡＴチーム２（県立光風病院チーム） 

   城南病院で入院患者の転院調整を実施 

 

 (3) 保健師派遣 

厚生労働省から派遣要請あり 

4/19(火)～ ２チーム（各３名）を派遣 

益城町において避難所等での巡回健康相談等の活動を予定 

 

(4) 震災・学校支援チーム（EARTH）先遣隊派遣 

  ① 派遣先 熊本県教育委員会、熊本市教育委員会、県立東稜高等学校（熊本市東区）

益城町立広安小学校（益城町馬水） 

  ② 派遣者 震災・学校支援チーム（EARTH）員等３名 

 

(5) 警察派遣 

① 広域緊急援助隊（警備部隊）14 車 99 名 

  4/15(金) 午前 熊本県着 15～17 日 捜索活動 

② 広域緊急援助隊（交通部隊）16 車 32 名 

  4/16(土) 20：00 熊本県警交通機動隊着 17 日～交通整理活動 

③ 管区機動隊 79 名 

     4/17(日) 16:45 出動命令 18～20 日活動予定 

  ④ 航空隊ヘリ１機 

     4/16(土) 8:55 大分空港着、16～17 日大分県内被害情報収集 

     4/17(日)15:00 任務解除、帰県予定 
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(6) 消防（緊急消防援助隊）派遣 

4/16(土) 11:30 兵庫県大隊として 49 隊 181 名を被災地に向け派遣 

 

 

(7) ひょうごボランタリープラザによるボランティア先遣隊派遣 

 ① 派遣日 4/15(金)～4/16(土) 

  ② 派遣者 ひょうごボランタリープラザ職員３名 

        兵庫県社会福祉協議会職員１名 

 

 

 

 

［問い合わせ先］ 
関西広域連合広域防災局広域企画課 
（兵庫県企画県民部防災企画局広域企画室） 
ＴＥＬ ０７８－３６２－９８０６ 
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平成 28 年熊本地震の概要及び被害状況等 

 

 

１ 地震の概要（気象庁調べ｡最大震度６強以上･マグニチュード 6.5 以上の地震） 

 ○発生日時    平成 28 年４月 14日 21 時 26 分頃 

・震源地     熊本県熊本地方（北緯 32.7 度、東経 130.8 度） 

・震源の深さ  約 11 ㎞（暫定値） 

・規 模       マグニチュード 6.5（推定値） 

・各地の震度（震度６強以上） 

震度７   熊本県：益城町 

  ○発生日時    平成 28 年４月 16日  １時 25 分頃 

・震源地    熊本県熊本地方（北緯 32.5 度、東経 130.1 度） 

・震源の深さ  約 12ｋｍ（暫定値） 

・規 模    マグニチュード 7.3 （暫定値） 

・各地の震度（震度６強以上） 

震度６強   熊本県：南阿蘇村、熊本市中央区、熊本市東区、熊本市西区、 

菊池市、宇城市、合志市、大津町、宇土市、嘉島町 

 

 

２ 被害の状況（各県調べ） 

 人的被害（人） 住家被害（棟） 

備 考 
死者 

行 方 

不明者 
重傷 軽傷 全壊 半壊 

一部 

損壊 

熊本県 41 11 201 838 400 1,262 761 17日14：30現在 

大分県   ４ 20  ４ 15 17日15：30現在 

福岡県   １ 14   216 17日16：00現在 

宮崎県   ２ ６  １ 13 17日16：00現在 

 

 

３ 避難所及び避難者の状況（各県調べ） 

 避難所数 避難者数 備 考 

熊本県 723 110,816 17日14：30現在 

大分県 181 1,060 17日15：30現在 

福岡県 32 137 17日12：00現在 

 

別 紙 
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平成 28 年熊本地震に対する被災地支援について 

 

 

 熊本地震の被災地では、14 日の前震に続き、16 日未明に発生した本震と、その後の余震

により、被害が拡大しています。犠牲となられた皆様に対し、心から哀悼の意を表すると

ともに、被災された皆様、避難所での厳しい生活を余儀なくされている被災者の皆様にお

見舞い申し上げます。 

 

 関西広域連合では、発災直後の 14 日に先遣隊を現地に派遣し、20 人規模の現地支援本

部を熊本県庁に立ち上げました。現在、現地ニーズの調査や具体的な支援要請への対応を

行っています。 

 

 今後、支援物資の提供、避難所対策、住宅対策や被災者の生活再建に向けた支援など、

具体的な支援課題への対応について、構成府県市と一体となって、積極的に被災地、被災

者のニーズに応えていきます。 

 

 また、続く余震により不安を感じておられる被災者の皆様のために、広域避難の受入れ

も検討します。 

 

 今後も、状況の推移を見極めながら、関西広域連合構成団体が力を合わせて、被災者、

被災地の一日も早い復旧・復興に向け、支援協力していきます。 

  

 

平成 28 年 4 月 18 日  

                関西広域連合長（兵庫県知事） 井 戸 敏 三 

 


